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 I はじめに 

 1 趣旨 

 我が国は急激な人口減少と超高齢社会が進展する中、国においては、人口減少に歯止めをか

け、東京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来に

わたって活力ある日本社会を維持することを目的に、2014 年 9 月、まち・ひと・しごと創生法

が制定され、国・地方を挙げた取組を進めています。 

 これに基づき、本市も、2015 年 10月に、第 1期（対象期間 2015年度～2019年度）の宇部市

まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合戦略」という）を策定し、「安定した雇用を創出

する」「新しい人の流れをつくる」「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」「地域資

源を活用した多様な地域社会の形成を目指す」「「にぎわいエコまち計画」に基づく都市基盤の

整備」を 5つの基本目標として、施策を展開してきました。 

 その結果、人口は、現在、長期的な目標として定めた将来展望人口（２０１５年１０月策定）

で推移しており、新たな雇用の創出や観光客数の増加による交流人口の拡大、移住政策などに

よる社会減の縮小、市税収入の増加などの成果が表れています。 

一方で、出生数低下などにより合計特殊出生率が伸び悩み、また、中心市街地では大型商業施

設の撤退による活力の低下などの課題があることから、施策の強化が必要です。 

 こうした中、国においては、この５年間で進められてきた施策の検証を行い、「継続は力なり」

という姿勢を基本にして、２０２０年度を初年度とする今後５か年の目標や施策の方向性を取

りまとめた第２期総合戦略を策定されました。 

 本市が策定する第２期「総合戦略」においては、第１期「総合戦略」の検証を行い、国の第２

期総合戦略や「第四次宇部市総合計画後期実行計画」を踏まえ、人口減への対策の強化に加え、

Society5.0 など新しい視点を盛り込んだ今後５か年の目標や施策等を定め、同時に策定する「宇

部市中心市街地活性化基本計画」と一体的に推進することにより、地方創生の動きを加速させ

ていきます。 

 

 2 これまでの取組の検証 

 第 1期総合戦略は、国の第 1期総合戦略が示す「安定した雇用を創出する」「新しい人の流れ

をつくる」「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」「地域資源を活用した多様な地域

社会の形成を目指す」の 4 つの基本目標に、「「にぎわいエコまち計画」に基づく都市基盤の整

備」を加えた 5つの基本目標を定め、35の施策を展開してきました。 

 

（基本目標１ 安定した雇用を創出する） 

 若い世代の流出に歯止めをかけ、活力あるまちづくりを進めるため、若い世代が安心して働

くことができる安定した雇用の創出に向けて、起業創業の支援や観光産業の振興、6次産業化の

推進などに取り組んだ結果、雇用創出人数は累計で 3,400 人、創業実現件数は累計で 154 件と

いずれも 2014年度から数値が増加しており、一定の成果が表れています。 
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 一方で、若者の定着を図るため、中小企業の人材確保対策などに取り組んできましたが、大学

生や高校生の市内就職率は、横ばいで伸び悩んでいます。 

 

（基本目標２ 新しい人の流れをつくる） 

 転入者や交流人口の増加に向けて、ＵＩＪターンによる移住定住の促進やときわ公園の魅力

向上、アートによるまちづくりの推進などに取り組んできました。 

 その結果、移住定住の取組などの成果もあって、転出超過数が 2014年度数値から減少するな

ど、社会減対策の効果が表れ始めています。 

 また、交流人口の指標となる観光客数は、ときわ公園の整備等により、2014 年度の 107 万人

から 2018年度時点では 170 万人となっており、取組の成果が表れています。 

 今後も、引き続き、転出者と転入者の均衡を図ることを目指して、移住人口や交流人口の増加

対策はもとより、地域に継続的に関わる関係人口の創出にも取り組む必要があります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

（基本目標３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる） 

 安心して結婚・出産・子育てができる環境づくりを進めるため、妊産期から子育て期にわたる

切れ目ない支援の実施や子育てに要する費用負担軽減などに取り組んできました。その結果、

出産前後における支援率などは一定の進捗が見られましたが、出生数の減少などに伴い、合計

特殊出生率は、全国平均より上回っているものの横ばいの状態が続いています。今後は、結婚・

出産・子育てに対する不安感を解消し、安心して子育てができるまちづくりを一層推進する必

要があります。 

 また、子どもたちが生き生きと学校生活を送れるよう、質の高い学校教育を進めるとともに、

安心・安全な教育環境を確保するため、学校や地域での教育環境の充実などに取り組んできま

した。 

 この結果、小中学校施設の耐震化率などは一定の進捗が見られましたが、全国学力・学習状況

における本市の調査結果は、小中学校ともに 2018 年度計画値には届いておらず、引き続き、子

どもたちが学ぶ楽しさや喜びを実感できる取組を進める必要があります。 

 

（基本目標４ 地域資源を活用した多様な地域社会の形成を目指す） 

 子どもから高齢者まで住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるよう、地域支え合い包括

ケアシステムの強化や元気・安心・地域づくりの推進などに取り組んできました。 

 また、市民一人ひとりが健康で生き生きとした、活動的な生活を送ることができるよう、健康

【トピックス】 

2020年版「住みたい田舎ベストランキング」（「田舎暮らしの本」宝島社） で 

『総合部門 第 1 位』（人口 10万人以上の大きなまち） に選ばれました。 

※230項目のアンケート内容に 629自治体が回答 
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長寿のまちづくりやスポーツによる元気な人づくりを推進してきました。 

 この結果、健康寿命は男女共に年次的に伸びているほか、週 1 回以上スポーツをする成人の

割合についても、77.5％と 2018 年度目標値の 60.0％を超えており、健康づくりの取組に一定の

成果が表れていることがうかがえます。 

 一方で、はつらつポイント制度の登録率が、2018 年度目標値の 8.5％に対し 6.1％と伸び悩ん

でいるなど、日々の健康づくり活動への継続的参加への誘引に今後も取り組んでいく必要があ

ります。 

 

（基本目標５ 「にぎわいエコまち計画」に基づく都市基盤の整備） 

 にぎわいのあるコンパクトなまちづくりを進めるため、「宇部市にぎわいエコまち計画」に基

づく都市基盤の整備や中心市街地のにぎわいづくり及び居住誘導などに取り組んできました。 

 この結果、中心市街地内での新たなイベントの開催などにより、まちのにぎわいづくりに一

定の成果があったものの、大型商業施設の撤退などの影響から、中心市街地の定住人口や休日

一日当たりの通行者数は、2018 年度時点の目標に到達しないため、今後は中心市街地への「ひ

と」と「しごと」の流れを加速化させる必要があります。 

 

（基本目標及びＫＰＩの達成状況） 

 2018年度時点での計画値に対する実績値について、設定した 11の目標指標のうち、3つの指

標が未達成となっています。 

 また、ＫＰＩについては、設定した 68指標のうち、2018年度末時点の実績は、計画目標に対

し、49指標が達成、17指標が未達成、その他 2指標は当該年度にイベント未実施のため評価対

象外となっています。 

 

（人口の現状） 

 2015年に策定した宇部市人口ビジョンにおける 2019年時点の人口推計（国立社会保障・人口

問題研究所による推計）は、162,550 人となっています。 

 また、同ビジョンでは、戦略的な人口減少対策等を実施することによる将来展望人口を、 

164,615 人と推計しています。 

 これらの推計値に対して、2019年 10月 1日時点の住民基本台帳人口は、164,387人となっており、

国立社会保障・人口問題研究所の推計値と比較して、約 1,800 人の上振れとなっています。ま

た、将来展望人口と比較した場合、ほぼ同水準で推移しています。 

 今後、団塊の世代の影響などにより、死亡数の増加が予測されることから、出生数の増加と社

会減への対応が重要になると考えられます。 
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 3 基本的な施策の方向 

 人口減少、少子高齢化が進行する中でも、本市が魅力と活力にあふれ、持続可能な発展をして

いくためには、Society5.0 の実現に向けた取組など新たな視点も加えて、「しごと」と「ひと」

の好循環を引き続き確立していく必要があります。 

 また、人口減少社会にあっても都市機能を維持していくために、中心市街地や地域拠点の魅

力を高めるとともに、誰もが共生できる社会を形成し、持続可能な「まち」づくりを進める必要

があります。 

 このため、SDGs の理念に沿って政策全体の最適化を図りながら、第１期「総合戦略」の検証

結果を反映し、出産・子育てや子どもの夢を育む教育の推進を最優先に取り組むとともに、地域

特性を生かし、稼ぐ力を高める産業振興施策の強化、関係人口という新たな視点も加えた社会

減への対策、安心安全で魅力的な地域づくりに取り組みます。 

さらに、これらを支える基盤として、多様な人財の育成や未来技術（Society5.0 の実現に向

けた技術）の導入にも施策横断的に取り組みます。 

 こうした取組を進めることにより、人口の定着を図り、市民誰もがはつらつと暮らしていく

ことができるような健康活躍社会の実現とともに、「暮らして良し、働いて良しの市民が誇りを

持てるまちづくり」を継承するとともに、「多様な産業で輝く宇部ＳＤＧｓ未来都市」をさらに

推進します。 

150,000

155,000

160,000

165,000

170,000

175,000

180,000

2010年 2015年 2020年 2025年

住民基本台帳人口（実績）

国立社会保障・人口問題研究所準拠推計（現在の人口動向が

このまま推移する場合）
将来展望人口（施策を講じて人口減少に対応する場合）

173,772 
人口の流出と流入

の均衡を実現 

158,946 

153,842 

2015年 

住民基本台帳人口：169,491 

将来展望人口：  168,491 

人口推計：    167,763 

 

174,572 

(人) 
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 4 第２期総合戦略の位置づけ 

 第 2期総合戦略は、第四次宇部市総合計画後期実行計画や国の第 2期総合戦略を踏まえ、「活

力ある宇部市」を創出する観点から施策を戦略化し、重点的に推進するための計画として策定

するものです。「まち・ひと・しごと創生法」第 10 条に基づく、「市町村まち・ひと・しごと創

生総合戦略」として位置づけます。 

 5 第２期総合戦略の対象期間 

 第 2期総合戦略の計画期間は、令和 2年度 (2020 年度)から令和 6年度 (2024年度)までの 5

年間とします。 

  

2014

年度

2015

年度

2016

年度

2017

年度

2018

年度

2019

年度

2020

年度

2021

年度

2022

年度

2023

年度

2024

年度

2025

年度

まち・ひと・しごと
創生総合戦略

中心市街地
活性化基本計画

総合計画

中期実行計画 後期実行計画

第１期 総合戦略 第２期 総合戦略

一体的に推進

第五次総合計画第四次総合計画基本構想（１２年）
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 II 政策の基本目標  

 

 「暮らして良し、働いて良しの市民が誇りを持てるまちづくり」を目指して、第１期の検証結

果や国の第２期総合戦略を踏まえて、以下のとおり、４つの基本目標と新たに２つの横断的な

目標を強化すべき取組として設定し、それぞれの事業を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標１】 

結婚・出産・子育ての希望をかなえ、 

子どもの夢を育む教育を推進する 

┣ 結婚・出産・子育てしやすい環境の整備 

┣ 次世代を担う人財育成に向けた、質の高い教育の推進 

┗ 一人ひとりの育ちと学びを支え、地域社会全体で応援 

【基本目標２】 

「稼ぐ力」を強化するとともに、安心して働けるようにする 

┣ 地域の特性に応じた、生産性が高く、稼ぐ地域の実現 

┗ 誰もが安心して働ける環境の実現 

【基本目標３】 

関係人口を増やし、新しいひとの流れをつくる 

┣ 移住・定着の推進 

┗ 本市との関係・つながりの構築 

【基本目標４】 

ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を 

つくる 

┗ 活力を生み、安心な生活を実現する環境の確保 

【
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基本目標１: 結婚・出産・子育ての希望をかなえ、子どもの夢を育む教育を推進する  

 本市においても、人口減少に歯止めがかかっておらず、社会減は若干回復しているものの、自

然減は年々増加しています。出生数減少の要因のひとつである未婚化･晩婚化が進み、婚姻率は

低下し、平均初婚年齢は上昇しています。 

 このため、子育て開始時期が遅くなっており、核家族化やひとり親家庭の増加なども合わさ

って、子育ての基盤である「家庭」が抱える課題が変化しています。子育て家庭の抱える悩みは

多様化・複雑化･複合化しており、それぞれの状況に応じた支援が必要となっています。 

 また、未来を担う子どもたちの生きる力を育むために、保護者の就労状況等に関わらず、すべ

ての子どもが質の高い保育･教育が受けられる環境づくりが求められています。 

 このため、若い人が宇部市で子どもを産み育てたいと思えるよう、子育て世代が身近な場所

で相談できる体制と支援ネットワークを構築し安心して子育てできる地域づくりを進めるとと

もに、子どもたちが未来に夢をつなぐことができるような教育の充実を進めます。 

 さらに、妊娠･出産から子育てまでの切れ目のない支援を行い、子どもたちが本市の未来を担

う｢人財｣となるべく健やかに育つことができる環境をつくり、若い世代の結婚・出産・子育ての

希望をかなえます。 

 

 目標指標 

指   標 現状値(2018年度) 目 標 値 (2024年度) 

合計特殊出生率 1.53 1.65 

将来の夢や目標を持っている小中学生の

割合 

小学 6年生 73.5％ 

中学 3年生 49.5％ 

小学 6年生 80.0％以上 

中学 3年生 55.0％以上 
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基本目標２ : 「稼ぐ力」を強化するとともに、安心して働けるようにする  

 本市には、多くの企業が立地しており、景気回復や企業誘致・雇用拡大施策等の推進により、

「市内総生産」や「雇用創出人数」は順調に推移しています。一方で、大学生等の市内就職率が

伸び悩んでおり、若者が市外に流出し、地元企業等も人材の確保が難しくなっており、特に、農

林水産業では、高齢化や担い手不足が深刻になっています。 

 こうした中、若者が働きたい、住み続けたいと思えるような地域の実現には、ＩＣＴやＩｏＴ

など先端技術を活用した新ビジネスの創出や働き方改革など、多様な働く機会を創出する必要

があります。 

 このため、工業都市として発展してきた本市は、他市に先駆けて５Ｇなど新たな社会基盤の

整備に取り組み、地域産業の活性化とイノベーションの創出、スタートアップやベンチャー企

業などの誘致、さらには、稼ぐ力の向上に向けて産業振興施策の強化を図ります。また、ＩＣＴ

やＩｏＴなどを活用したスマート農業・漁業を推進し、担い手不足への対応や所得の向上を図

ります。 

 さらに、多様化する価値観やライフスタイル・ワークスタイルも踏まえ、誰もがその力を発揮

できる雇用機会の確保や働きやすい職場づくりを促進します。 

 

 目標指標 

指   標 現状値(2018年度) 目 標 値 (2024年度) 

就業者 1 人当たり総生産（山口県市町民

経済計算） 

7,817千円 

（2016年度） 

8,000千円 

(2022年度) 

高校生の市内就職割合 49.3％ 55.0％ 

女性活躍推進企業における女性管理職の

割合 

21.0％ 

（2017年度末） 
28.0％ 
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基本目標３ : 関係人口を増やし、新しいひとの流れをつくる  

 本市が人口減少する中でも、まちの活力を維持していくためには、少子化対策と併せて、転入

人口の増加を図っていく必要があります。 

 第 1 期総合戦略において、移住定住施策を推進した結果、転入者アンケートに基づいた移住

者数は、2017年度 754人から 2019 年末時点で 1,615 人と増加傾向にあります。 

 また、転出者が転入者を上回る、いわゆる社会減は、改善している状況です。 

 こうした中、転入転出者の均衡を図るためには、移住希望者の支援を強化して、本市へのひと

の流れを加速化させるとともに、まちの魅力を高めて、若者の定住を促進します。 

 さらに、移住を直接促進する施策に加え、将来的な移住や 2 拠点居住などに繋がるよう、兼

業・副業など本市と多様な形で関わる関係人口の創出に取り組むことにより、新たなひとと資

金の流れをつくっていきます。 

 

 目標指標 

指   標 現状値(2018年度) 目 標 値 (2024年度) 

転出超過数 294人 転出入者の均衡 

関係人口創出数 - 要検討 
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基本目標４ : ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる  

 本市は、市街地の低密度化、交通利用者の減少、公共インフラ等の老朽化など様々な社会問題

を抱えています。特に、中山間地域では、人口減少、高齢化の進行が著しく、集落の戸数や地域

活動の担い手が減少し、地域活力の低下が懸念されます。 

 また、中心市街地においては、大型商業施設が撤退し、にぎわいの喪失や近隣住民の利便性の

低下などが懸念されます。 

 こうした状況に対応し、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくるためには、都市

機能や日常生活サービス機能を維持・確保していくとともに、地域の資源を活かし、魅力的なま

ちづくりを進める必要があります。 

 このため、多極ネットワーク型コンパクトシティや生活交通の維持・確保を進めるとともに、

本市の顔である中心市街地の活性化や中山間地域づくりなどに取り組むことで、質の高い暮ら

しのためのまちの機能の充実を図ります。 

 併せて、豊かな自然、観光資源、文化、スポーツ、エネルギーなど地域の資源を活かし、地域

の活性化と魅力向上を図ります。 

 また、市民の誰もが住み慣れた地域で安心して過ごせるよう「地域支え合い包括ケアシステ

ム」を強化し、健康づくり・介護予防やがん患者への支援、地域内交通を充実し、安心して暮ら

せるまちづくりに取り組みます。 

さらに、地域における防災・減災による災害に強いまちづくりや交通安全や防犯による安心

安全なまちづくりを進めます。  

  

 目標指標 

指   標 現状値(2018年度) 目 標 値 (2024年度) 

中心市街地の休日 1 日当たりの通行者

数 
12,261人 16,100人 

健康寿命 
男性 79.23歳（2016年度） 

女性 83.89歳（2016年度） 
延伸 

 

  



11 

横断的な目標１ : 多様な人財の活躍を推進する  

 基本目標の達成には、どの分野においても基盤となる人財の確保が大きな課題となります。 

 特に地域コミュニティにおいては少子高齢化や人口減少と共に家族形態や生活パターンが変

化し、地域活動の担い手不足・地域コミュニティの弱体化が進んでいます。地域団体への加入率

が低下するなど、地域のつながりも薄まりつつあり、地域コミュニティの充実が重要としなが

らも、まちづくりへの参加意向のある割合は低くなっています。解決すべき課題があっても他

人事として捉えている傾向にあり、担い手不足や関係性の希薄さが地域力を低下させ、困りご

とが解決できないままとなっています。 

 一方で、住民が抱える問題は多様化･複雑化･複合化しているため、課題解決に向けて地域住

民の主体的な取組が必要であり、より多様な地域内外の主体が担い手として参画することで、

「地域力」のある地域コミュニティの形成につながります。 

 地域運営組織が地域づくりを主体的にできるような支援を強化するとともに、地域内外の多

様な人財とのネットワークを構築して、住民の生活基盤である地域コミュニティにおいて誰も

取り残されることのない地域づくりを実現します。 
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横断的な目標２: 新しい時代の流れを力にする          

 急速に進展するＡＩ・ＩｏＴなどの技術革新は、これまでの生活や経済社会全体を画期的に

変えようとしています。そのため、本市においては、最新のデジタルテクノロジーなど先端技術

を導入･展開する「Society5.0」を、まちづくりの次代を切り開く「鍵」として積極的に推進し、

地域課題の解決と地域経済のイノベーションの創出を目指します。 

 今後は、地域資源である学術、研究機関や民間企業など産学官の連携により、ＡＩ・ＩｏＴな

どの先端技術やビッグデータ、５Ｇなどの新たな社会基盤を活用して、地域産業の振興や交通、

防災、環境、福祉、健康など多様な分野で地域課題の解決を図り、快適性や利便性を含めた新た

な価値を創出する取組を市民生活の質の向上につなげるスマートシティ宇部を実現します。 

 また、持続可能なまちづくりや地域活性化に向けた取組を推進するにあたって、ＳＤＧｓの

理念に沿って進めることがＳＤＧｓ未来都市に選定されている本市の責務と言えます。 

 これにより、政策全体の最適化、地域課題解決の加速化という相乗効果が期待でき、地方創生

の取組の一層の充実・深化につなげることができるため、ＳＤＧｓを原動力とした地方創生を

推進します。 
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施策体系 

基
本
目
標
１ 

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
、
子
ど
も
の
夢
を
育
む
教
育
を
推
進
す
る 

  １－１ 結婚・出産・子育てしやすい環

境の整備 

  （１）妊産婦や子育てを大切にするあたたかな地域

づくり     

      

     （２）就学までの健やかな成長を支える保育環境と

幼児教育の充実      

      

  １－２ 次世代を担う人財育成に向け

た、質の高い教育の推進 

  
（１）子どもの育ちをつなげ、夢を育む教育の推進 

    

      

     （２）デジタル化・グローバル化など、新しい時代

に対応した教育の充実      

      

     （３）ＳＤＧｓや共生社会の実現を目指した教育の

推進      

      

  １－３ 一人ひとりの育ちと学びを支

え、地域社会全体で応援 

  （１）一人ひとりの個性が尊重され、健やかに成長

できる支援体制や環境の整備     

      

     （２）地域ぐるみで子どもを育てる体制 

の整備      

 

基
本
目
標
２ 

「
稼
ぐ
力
」
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
に
す
る 

  ２－１ 地域の特性に応じた、生産性

が高く、稼ぐ地域の実現 

  
（１）地域企業の成長・生産性の向上 

    

      

     
（２）農林水産業の振興 

     

      

     
（３）地域資源を活用した事業の創出・成長促進 

     

      

     
（４）地域産業の活性化とイノベーションの創出 

     

      

  ２－２ 誰もが安心して働ける環境の

実現 

  
（１）働きやすい魅力的な就業環境と担い手の確保 
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基
本
目
標
３ 

関
係
人
口
を
増
や
し
、
新
し
い
ひ
と
の
流

れ
を
つ
く
る 

  
３－１ 移住・定着の推進 

  
（１）移住の推進 

    

      

     
（２）若者の就学・就業による定着の推進 

     

      

  ３－２ 本市との関係・つながりの 

構築 

  
（１）関係人口の創出・拡大 

    

      

     
（２）寄附等を通じた関係の創出・拡大 

     

 

基
本
目
標
４ 

ひ
と
が
集
う
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る 

  ４－１ 活力を生み、安心な生活を実

現する環境の確保 

  
（１）質の高い暮らしのためのまちの機能の充実 

    

      

     
（２）地域資源を活かした個性あふれる地域の形成 

     

      

     
（３）安心して暮らせるまちづくり（安心） 

     

      

     
（４）安心して暮らせるまちづくり（安全） 

     

 

横
断
的
目
標
１ 

多
様
な
人
財
の

活
躍
を
推
進
す
る 

  横１－１ 多様なひとびとの活躍による

地方創生の推進 

  
（１）地域で活躍できる多様な人財の確保 

    

      

     （２）全ての人々が意欲・能力を活かして活躍でき

る環境の整備      
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横
断
的
目
標
２ 

新
し
い
時
代
の
流
れ
を

力
に
す
る 

  横２－１ 地域における Society 5.0の推

進 

  
（１）地域における情報通信基盤等の環境整備 

    

      

     （２）未来技術の活用による地域課題の解決、地域

の魅力向上      

      

  横２－２ 地方創生ＳＤＧｓの実現などの

持続可能なまちづくり 

  （１）ＳＤＧｓ未来都市としての持続可能なまちづ

くり     
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 III 具体的な施策展開 

基本目標１ 結婚・出産・子育ての希望をかなえ、子どもの夢を育む教育を推進する 

基
本
目
標
１ 

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
、
子
ど
も
の
夢
を
育
む
教
育
を
推
進
す
る 

    
１－１ 結婚・出産・子育てしやす

い環境の整備 

    
（１）妊産婦や子育てを大切にするあたた

かな地域づくり       

        

       
（２）就学までの健やかな成長を支える保

育環境と幼児教育の充実       

       

   
１－２ 次世代を担う人財育成に向

けた、質の高い教育の推進 

    
（１）子どもの育ちをつなげ、夢を育む教

育の推進       

        

       
（２）デジタル化・グローバル化など、新

しい時代に対応した教育の充実       

       

       
（３）ＳＤＧｓや共生社会の実現を目指し

た教育の推進       

       

  
１－３ 一人ひとりの育ちと学びを

支え、地域社会全体で応援 

   （１）一人ひとりの個性が尊重され、健や

かに成長できる支援体制や環境の整

備 
     

       

      
（２）地域ぐるみで子どもを育てる体制 

の整備      
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１－１ 結婚・出産・子育てしやすい環境の整備 

（１）妊産婦や子育てを大切にするあたたかな地域づくり 

 「妊婦応援都市宣言」や若い世代の子どもとのふれあい体験などを通して、妊産婦や子育て世

代を大切にする意識を醸成し、子育てを応援するまちづくりを進めます。 

 また、妊娠・出産・育児における一人ひとりの不安感や負担感を解消するために、「うべ・こ

どもケアマネージャー」などの支援者を育成して支援体制を整えるとともに、子育て世代のニ

ーズにあった情報発信をして、子育てしやすい環境づくりを進めます。 

 

施 策 （１）妊産婦や子育てを大切にするあたたかな地域づくり 

取組内容 

01 妊婦応援都市の推進 

・全市で、妊産婦や子育て世代を大切にする意識を醸成するため「妊婦応援

都市宣言」を行います。子育てを応援する企業や団体を募って「うべ子育て

応援団」を結成し、協力のもと、子育てを支援する各種事業を展開します。 

02 「うべ・こどもケアマネージャー」の養成・配置 

・地域で子育てに関する相談や支援を行う「うべ・こどもケアマネージャー」

の認定制度を創設し、子育て支援に関わる人財を養成・配置します。 

03 子育て世代包括支援センターの機能強化 

・子育て世代包括支援センターにおいて、妊娠期から子育て期にわたる切れ

目のない相談や支援をワンストップで行う機能を強化し、母子保健ケアマネ

ージャーがきめ細かで継続的な支援を行います。 

04 不妊・不育相談、不妊・不育治療費の助成 

・不妊・不育相談や不妊・不育治療費の助成により、不妊・不育治療を受け

た夫婦への負担の軽減を図ります。 

05 産前・産後ケアの充実 

・産後の心身のケアや育児のサポートのため、デイサービス、ショートステ

イ、産後うつ等のケアを行います。 

 また、妊娠期や産後にヘルパーを派遣し、家事等支援を行います。 

06 小中高校生と乳幼児のふれあい体験 

・保育所・幼稚園や保護者と連携・協力し、小中高生と乳幼児との交流の促

進を図り、若い世代の保育への関心を深めます。 

07 うべ子育てインフォメーションの充実 

・子育てに関する情報を集約した、専用ホームページの開設と母子手帳アプ

リの導入を行います。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

合計特殊出生率 
1.53 

(2017年度) 
1.65 
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宇部市は子育てがしやすいと思う

人の割合 
42.7％ 49.9％ 

 

（２）就学までの健やかな成長を支える保育環境と幼児教育の充実 

 保護者の就労状況や子どもの健康や障害の有無等に関わらず、すべての子どもが質の高い幼

児期の保育・教育が受けられるよう、様々な保育形態や障害児の受け入れ体制を整え、子育てを

サポートします。 

 

施 策 （２）就学までの健やかな成長を支える保育環境と幼児教育の充実 

取組内容 

01 保育人財の確保 

・保育士確保策として、就職支援金補助制度の拡充や、潜在保育士を対象と

したトライアル雇用の実施等に取り組みます。 

 また、新卒保育士の獲得に向けた、奨学金返還助成制度の創設に取り組み

ます。 

02 保育補助者の活用・促進 

・保育所等における保育士の業務負担軽減や保育士の補助を行う保育補助

者の雇用を促進し、保育士の離職防止を図ります。 

03 公立保育園の建替 

・宇部市保育実施計画に基づき、老朽化した公立保育園を年次的に建て替

え、保育環境の充実を図ります。 

04 認可外保育施設への助成 

・認可外保育施設の入所児童と職員の健康診断や職員の研修費用の助成に

より、保育の質の確保・向上を図ります。 

05 保育体制の充実 

・保護者の就労形態の多様化に伴い、延長保育や休日保育、一時預かり事業

等の充実に努めます。 

 また、障害児等の保育の充実に向けて、受け入れ体制の強化に取り組みま

す。 

06 私立幼稚園の事業活動への支援 

・幼児教育の充実を図るため、私立幼稚園の事業活動を支援します。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

保育園の待機児童数 10人 0人 

学童保育クラブの待機児童数 0人 0人 
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１－２ 次世代を担う人財育成に向けた、質の高い教育の推進 

（１）子どもの育ちをつなげ、夢を育む教育の推進 

 幼稚園･保育園・小学校の連携や小中一貫教育を充実させ、自ら学び、考え、行動し、問題を

解決する資質や能力を育む教育を推進します。 

 また、すべての子どもが将来に夢や目標を持って成長していけるよう、宇宙教育などの魅力

ある授業や、「彫刻のまち・うべ」ならではの彫刻教育に取り組みます。 

 さらに、企業と連携して仕事体験イベントの開催等、様々な仕事を知る機会を提供して仕事

に対する関心を高め、未来への生きる力を育てます。 

 

施 策 （１）子どもの育ちをつなげ、夢を育む教育の推進 

取組内容 

01 確かな学力と生きる力を育む教育の提供 

・幼稚園･保育園・小学校の連携、小中一貫教育によるつながる教育を推進

するとともに、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立つ授業づくりを推

進することで、子どもたちの確かな学力の定着を図り、生きる力を育みま

す。 

02 宇宙教育の推進 

・山口大学やＪＡＸＡ等と連携して、宇宙をテーマとした講演会等を実施

し、科学技術に一層の興味を持つ児童生徒や、将来のイノベーション人財を

育成します。 

 また、宇宙が身近に感じられる教育施設を整備します。 

03 トップアスリート・アーティストの招聘 

・小中学生に対し、夢を抱くことの素晴らしさを文化芸術やスポーツを通

し伝えるため、実績・ノウハウを持つ宇部市文化創造財団及び宇部市スポー

ツコミッションと連携して、アーティストや専門家、オリンピアン・パラリ

ンピアンやトップアスリートを講師として招聘し、講演・パフォーマンス・

体験会等を実施します。 

04 ＪＯＢフェア等の開催 

・市内中高生を対象に、地元企業の事業内容を紹介し、仕事の魅力を実感で

きる職業イベントを開催し、各出展企業における就職氷河期世代インター

ンシップを同時に実施します。 

 また、市内外大学生及び就職氷河期世代を対象に市内企業へのオープン

ファクトリー（訪問ツアー型）を開催します。 

05 彫刻教育の推進 

・全小学校を対象にＵＢＥビエンナーレ展示会場での野外彫刻の鑑賞を実

施します。 

 また、市内中学生対象に彫刻家等によるワークショップを開催します。 

重要業績 項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 
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評価指標 

(ＫＰＩ) 

全国学力・学習状況調査結果

（全国を 100とした指数） 

小学校 102.8 

中学校 101.8 

小学校 105以上 

中学校 105以上 

将来の夢や目標を持っている

小中学生の割合 

小学 6年生 73.5％ 

中学 3年生 49.5％ 

小学 6年生 80.0％以上 

中学 3年生 55.0％以上 

 

（２）デジタル化・グローバル化など、新しい時代に対応した教育の充実 

 情報技術やＡＩの進化、グローバル化など、今後さらに変化する社会を生きていくために、Ｉ

ＣＴの活用能力や英語力などの教育を充実します。 

 

施 策 （２）デジタル化・グローバル化など、新しい時代に対応した教育の充実 

取組内容 

01 ＩＣＴを活用した教育の推進 

・超スマート社会に対応できる人財を育成するため、ＩＣＴ機器を活用した

教育を推進し、子どもたちの学習意欲を高めるとともに、情報活用能力・思

考力・表現力の育成を図ります。 

 また、ＡＩ搭載ロボットや教育用ロボット教材等を活用したプログラミン

グ教育の充実を図ります。 

02 英語教育の充実 

・グローバル社会に対応できる人財を育成するため、外国語指導助手の派遣

やオンライン英会話など、英語教育の充実を図り、より実践的な英語力の定

着を図ります。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

児童生徒一人あたりの端末の台数 0.19台 1台 

英検3級程度以上の英語力を身につ

けた生徒の割合 
45.9％ 50.0％ 

 

（３）ＳＤＧｓや共生社会の実現を目指した教育の推進 

 ＳＤＧｓの視点を取り入れた教育を推進し、持続可能な社会の実現に向けて主体的に行動で

きる人財の育成を目指します。 

 また、施設のバリアフリー化を進めるとともに、心のバリアフリー教育にも取り組み、相手の

立場に立って多様な人々に配慮のできる心を育て、共生社会の実現を目指します。 

 

施 策 （３）ＳＤＧｓや共生社会の実現を目指した教育の推進 

取組内容 

01 誰ひとり取り残さない教育の推進 

・特別な支援を必要とする児童生徒を含めた、すべての児童生徒にとって

分かりやすいユニバーサルデザイン教育を推進するとともに、手話などの

福祉教育や国際パラリンピック公認教材「I’mPOSSIBLE」（アイムポッシ
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ブル）等を活用した「心のバリアフリー教育」に取り組みます。 

02 ＳＤＧｓを意識した特色ある教育の推進 

・ＳＤＧｓの視点を取り入れた授業や教育活動を提供することにより、持

続可能な社会の実現に向けて主体的に行動できる人財を育成します。 

03 バリアフリー化等の推進 

・学校におけるバリアフリー化や空調設備の設置等を推進し、誰もが安心

して学べる環境を整備します。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

課題の解決に向けて、自分で考え

主体的に取り組もうとする児童の

割合 

小学校 41.8％ 

中学校 44.9％ 
全国平均+5％以上 

人が困っているときに進んで助け

ることができる児童の割合 

小学校 32.8％ 

中学校 39.8％ 
全国平均+5％以上 

 

１－３ 一人ひとりの育ちと学びを支え、地域社会全体で応援 

（１）一人ひとりの個性が尊重され、健やかに成長できる支援体制や環境の整備 

 すべての子どもが家庭環境など置かれている状況にかかわらず健やかに成長し、次代を担う

社会の一員として生活を送ることができるよう、経済的な支援や保育環境づくり、生活基盤づ

くりへの支援を進めます。 

 また、発達障害や不登校等で一人ひとりの状況に応じた支援を必要とする子どもに対して、

専門的な人財や地域の人財をネットワーク化するなどの育ちと学びを支える取り組みを展開し

て、誰ひとり取り残さない教育環境を整えます。 

 

施 策 （１）一人ひとりの個性が尊重され、健やかに成長できる支援体制や環境の整備 

取組内容 

01 「子ども・子育て応援クーポン」制度の創設 

・「子育て応援団」に加盟する市内の企業、団体の協賛のもと、子育てに幅広

く利用できる「子ども・子育て応援クーポン制度」を創設し、官民あげて地

域ぐるみでの子育て支援を展開します。 

02 子ども医療費助成制度の拡充 

・児童の保健福祉の向上と子育てに係る経済的な負担軽減を図るため、乳幼

児の医療費の無償化とともに、小中学生やひとり親家庭の親子の医療費を助

成します。 

 また、子ども医療費助成制度の拡充について、検討を進めます。 

03 病児・病後児保育事業の実施 

・病気や病気の回復期にある子どもを、小児科に併設された施設において一

時的に保育します。 
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04 医療的ケア児への支援 

・医療的ケア児が、在宅で生活するための支援や、介護する家族の負担軽減

につながる支援を検討します。 

 また、医療的ケア児の受け入れ対応のため、公立保育園の体制整備を進め

ます。 

05 子どもの生活習慣定着を支援 

・貧困の連鎖解消の観点から、子どもを預かり、食事、学習など生活の基本

的習慣・リズムの定着を図る支援について検討を進めます。 

06 ひとり親家庭等への生活向上支援 

・ひとり親家庭等の総合相談窓口を設置し、母子・父子自立支援員が、諸課

題の相談や支援をワンストップで行います。 

 また、ひとり親家庭が交流し、自立につなげる場を設けます。 

07 母子生活支援施設による自立支援 

・母子生活支援施設の利用者への生活相談・指導を通じ、自立を支援します。 

08 うべ版母子生活支援施設等の確保 

・ＤＶ・児童虐待により被害を受けた母子の保護・自立支援を図るため、空

き家などの民間施設の活用等を検討します。 

09 発達障害児に対する支援の充実 

・発達障害等相談センターにおいて、発達障害等の障害のある人及びその疑

いのある人とその家族等に対する発達・生活相談をはじめ、支援者育成のた

めの啓発活動や関係機関との連携などを図ります。 

10 特別支援教育の推進 

・地域や関係機関等との連携を図りながら、発達障害を含めた障害のある幼

児･児童生徒に対する保育園･幼稚園及び小中学校での支援体制の充実を図り

ます。 

11 

 

学校安心支援の充実 

・児童生徒が安心して学校生活を送ることができるよう、スクールカウンセ

ラーの派遣や校内ふれあい教室の充実、ＳＮＳを活用したいじめ相談の実施

など、児童生徒一人ひとりの状況に応じた支援を行います。 

12 子ども家庭総合支援拠点の運営 

・要支援児童若しくは要保護児童及びその家庭又は特定妊婦等を対象とし、

福祉・保健・医療・教育等の関係機関と連携しながら、実情の把握・相談等

への対応など、必要な支援を実施します。 

13 障害児教育の充実 

・幼稚園の障害児受入体制の整備促進を図ります。 

重要業績 

評価指標 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

1000 人当たりの不登校児童生徒

の割合 
10.1人 8.4人 
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(ＫＰＩ) 困っている時に相談相手がいる児

童生徒の割合 
97.5％ 99％以上 

 

（２）地域ぐるみで子どもを育てる体制の整備 

 未来を担う子どもたちを育てることを社会全体の課題としてとらえ、家庭・学校・地域コミュ

ニティなどが子育てを進めるネットワークを構築・強化して、未来を担う子どもたちの健やか

な成長を支えます。 

 また、地域での遊びや学びを体験する場や放課後の居場所づくりを進め、地域の多様な人財

との連携によって子どもたちに学習や様々な体験・多世代の交流活動の機会を提供し、地域で

暮らす一員としてのつながりも強化します。 

 

施 策 （２）地域ぐるみで子どもを育てる体制の整備 

取組内容 

01 （仮称）子どもプラザの整備 

・親子が安心･安全に過ごすことができ、子育て支援に係る様々なサービス

を一体的に提供できる「（仮称）子どもプラザ」を整備します。 

02 学童保育クラブの改革 

・学童保育クラブの体制強化を図るため、指導員の確保とスキルアップを

図るとともに、安心･安全に過ごせる環境整備に取り組みます。 

 また、多様な人財を活用し、児童の健全育成につながる学習プログラム

を提供します。さらに、特別な支援を必要とする子どもへの支援を充実さ

せるため、専門の知識を有した巡回アドバイザーを配置し、指導員の能力

向上や関係機関との連携を図ります。 

03 子どもの居場所づくりの促進 

・地域における子どもの居場所づくりとして、子ども食堂などの開設支援

やネットワークの強化に取り組みます。 

04 遊具等の公園施設の計画的な更新 

・子ども連れで出かけられる快適な公園とするため、地元意見を取り入れ

ながら、老朽化した遊具や施設の更新を計画的に行います。 

05 うべ版プレーパークの推進 

・「自分の責任で、自由に遊ぶ」をモットーに、子どもの自由な発想で遊び

を展開できるプレーパークの運営を民間団体等に委託し、定期開催するこ

とで、子どもがいきいきと遊ぶことのできる環境を整えます。 
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06 地域子育て支援拠点の充実 

・子育てに対する不安や負担感の緩和を図るため、主に乳幼児とその保護

者の誰もが気軽に集い憩い、交流や相談ができる子育てサークルや民間の

つどいの広場の設置を進めます。 

 また、それぞれのサークル活動の特色や個性を生かすことで、親子にと

って多様な居場所を確保するとともに、支えられた親子が成長し支え手に

回るなど活動の輪の広がりを促進し、子育てに温かい地域づくりにつなげ

ます。 

 さらに、育児のノウハウを有する保育所に子育て支援センターを併設し、

地域の子育てに関する相談等に適切に対応します。 

07 子どもたちに対する多様な学びの機会の提供 

・地域や高等学校、企業等と連携して、特色ある講座や学習支援など、子ど

もたちに多様な学びの場を提供します。 

08 コミュニティ・スクールの推進 

・地域の創意工夫を生かした特色ある学校づくりを進め、地域とともにあ

る信頼される学校づくりを推進します。 

09 新・放課後子ども総合プランの推進 

・国の新・放課後子ども総合プランに基づき、学校等公共施設の活用を図

り、放課後子ども教室と学童保育事業の連携や一体的な取り組みを進めま

す。 

10 地域と学校の連携の強化 

・ふれあいセンターを中心に、地域と学校が連携・協働することにより、学

びと社会参画の好循環につなげるとともに、多様な地域人財の確保と育成

を図ります。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

子どもの居場所開設箇所数 5か所 24か所 

子育て支援拠点利用者数 65,121人 112,000人 

  



25 

基本目標２ 「稼ぐ力」を強化するとともに、安心して働けるようにする  

基
本
目
標
２ 

「
稼
ぐ
力
」
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る 

    ２－１ 地域の特性に応じた、生産

性が高く、稼ぐ地域の実現 

    
（１）地域企業の成長・生産性の向上 

      

        

       
（２）農林水産業の振興 

       

        

       （３）地域資源を活用した事業の創出・成

長促進        

        

       （４）地域産業の活性化とイノベーション

の創出        

       

   ２－２ 誰もが安心して働ける環境

の実現 

    （１）働きやすい魅力的な就業環境と担い

手の確保        

 

２－１ 地域の特性に応じた、生産性が高く、稼ぐ地域の実現 

（１）地域企業の成長・生産性の向上 

 中小企業等の新製品開発や新たなサービス創出の推進、ＩＣＴやＩｏＴ等の先端技術の活用・

導入、融資制度等により、新ビジネス創出や経営改善、生産性向上を図ります。 

 また、中小企業の人材確保や企業経営やものづくりなどの支援を推進します。 

 

施 策 （１）地域企業の成長・生産性の向上 

取組内容 

01 中小企業イノベーションの推進 

・中小企業・小規模事業者の新製品の開発や新たなサービスの創出を推進

するとともに、ＩＣＴ・ＩｏＴ等の先端技術の活用・導入をすることで、新

ビジネスの創出や経営改善、生産性向上を図ります。 

02 地元企業経営支援等の推進 

・市の公共工事等の発注に当たり、地元企業への優先発注を行うとともに、

建設業の働き方改革を進め、将来の担い手の確保に取り組みます。 
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03 中小企業の人材確保 

・中小企業の求人情報発信や働き方改革の推進など採用力向上に向けた取

組に対し支援を行い、中小企業の人材確保に取り組みます。 

04 ものづくり、ひとづくり支援 

・中小企業が行う学術研究機関等との共同研究による新技術・新商品の研

究開発費等への補助や、メディカルクリエイティブセンターや貸工場等で

の研究開発を支援します。 

05 経営の安定・革新に向けた支援 

・地域金融機関等と連携して、本市独自の事業資金融資を行い、中小企業の

経営安定化や生産性の向上につながる先端設備等の導入を促進します。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

ＩＣＴ・ＩｏＴなどの新技術の活

用・導入件数（累計） 
31件 135件 

メイド・イン・ウベ開発件数（累計） 2件 10件 

 

（２）農林水産業の振興 

 農林水産業の担い手の確保・育成を進めるとともに、ＩＣＴやＩｏＴなどを活用したスマー

ト農林水産業を推進し、技術の向上や、作業の省力化、所得の向上に繋げます。 

 また、地産地消外商の推進により、消費拡大や販路拡大に取り組みます。 

 

施 策 （２）農林水産業の振興 

取組内容 

01 地産地消外商の推進 

・安心・安全な食材を市民に提供するとともに、地元産農林水産物の流通・

販売の拡大や新商品開発等による需要拡大に向けた取組を推進します。 

02 学校給食の地産地消の推進 

・宇部産の野菜や魚を給食に利用することで、子どもたちの地元産業への

理解を深め、消費拡大を図り、産業振興を促進します。 

03 農林水産業担い手の確保・育成 

・農林水産業の新規就業者確保と育成に向けた支援や法人の農業参入を促

進し、農林水産業の担い手確保・育成を進めます。 

04 水産業の振興支援 

・直売施設を活用した水産物の販路拡大を支援するとともに、漁業資源の

維持・増殖を図るため、種苗放流等の活動を支援します。 

05 ＩＣＴ、ＩｏＴ化によるスマート農業・漁業の推進 

・ＩＣＴ、ＩｏＴ等の先端技術の導入を促進し、作業の省力化や生産性の

向上を図ることにより新たな担い手の確保や所得の向上につなげます。 
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重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

新規漁業就業者数（累計） 2人 9人 

新規農林業就業者数（累計） 37人 60人 

 

（３）地域資源を活用した事業の創出・成長促進 

 オリーブ、お茶等をはじめ、地域特性を生かした新商品の開発、農林水産物や加工品のブラン

ド化に取り組み、販路拡大による所得向上を図ります。 

 また、伝統的工芸品の商品力強化・販路開拓等の支援やＤＭＯによる「観光地経営」の視点に

立った観光地域づくりにより地域経済の活性化を図ります。 

 

施 策 （３）地域資源を活用した事業の創出・成長促進 

取組内容 

01 6 次産業化・農商工連携の推進 

・地元一次産品を活用した加工品の開発、販路拡大の推進、また、うべ元気

ブランドＳＤＧｓ認証製品の販売を支援するとともに、県央連携により周

辺市町と一体となった特産品のＰＲや効果的な販売を促進します。 

02 美味しい食の創出・発信支援 

・地元一次産品を活用した飲食メニューの開発支援、ＰＲに取り組むとと

もに、全国に誇れる商品づくり、土産品づくりを支援します。 

03 お茶生産販売の包括支援 

・小野地区特産「山口茶」の生産から販売まで切れ目のない包括的な支援を

行うことにより、お茶のブランド化や市内外への消費拡大を図り、生産者

の所得向上につなげます。 

04 オリーブ生産販売の包括支援 

・オリーブの生産体制を拡大するとともに、商品化や販売への取組を進め

ることにより、オリーブの産地化を目指します。 

05 食を中心とした海外経済交流（ローカルハブ） 

・料理人の海外交流や輸出入食品等の流通促進に取り組むことで、食を中

心とした海外経済交流の活性化を支援し、産業振興につなげます。 

06 観光農園の推進 

・果樹のみならず、野菜の収穫体験等本市独自の観光農園開設を支援し、市

内外から観光客を呼び込むことにより、農業者の所得向上を図ります。 

07 伝統工芸産業の振興 

・伝統的工芸品である赤間硯の商品力強化・販路開拓・技術の伝承等を支援

します。 

08 ＤＭＯによる観光まちづくり 
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・地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに、地域への誇りと愛着を醸成する

「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりを推進し、交流人口の拡大

及び地域経済の活性化を図ります。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

地元一次産品を活用した商品の県

外出展、販売件数（累計） 
14件 98件 

 

（４）地域産業の活性化とイノベーションの創出 

 トップセールスやサテライトオフィスの誘致を図る支援制度の活用し、首都圏からＩＣＴ企

業等のサテライトオフィスの誘致を図ります。 

 また、うべ産業共創イノベーションセンター志を活用した経営・技術革新、起業・創業の支援、

スタートアップエコシステムの形成に向けたスタートアップやベンチャーの創出や誘致に取り

組みます。 

 さらに、テクノロジー×アート チャレンジ講座の開催、ＩｏＴ推進ラボの取組、地域エネル

ギーの活用により人財育成や地域産業の活性化を図ります。 

 

施 策 （４）地域産業の活性化とイノベーションの創出 

取組内容 

01 オープンイノベーションの推進 

・「うべ産業共創イノベーションセンター 志」での中小企業等の経営改善

や起業・創業を支援するとともに、起業等が創出される環境づくり（エコシ

ステム）の形成に向け、産学公金の連携によるコンソーシアムの活動を促

進するなど、スタートアップやベンチャーなどの創出や誘致に取り組みま

す。 

02 起業・創業の促進 

・起業創業を促進するため、「うべ産業共創イノベーションセンター 志」

や創業支援事業者と連携し、起業者に対し、起業家支援金の交付などの支

援をします。 

03 事業所誘致の推進 

・トップセールスや県との協力・連携による産業団地への誘致促進、産業団

地以外の空き工場や未利用地を活用した企業立地の促進、空き事業用地の

情報収集、データベースの更新及び情報の発信等により、事業所誘致を推

進します。 

04 サテライトオフィス誘致の推進 

・市外事業者への新規オフィス開設に伴う施設改修費、家賃、雇用奨励金等

の補助を行うとともに、首都圏のＩＣＴ企業等をターゲットとしたサテラ

イトオフィスツアーを実施することで、サテライトオフィスの誘致促進を

図ります。 
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 また、宇部市出身者や宇部市ゆかりの企業等を対象に首都圏において相

談会を開催し、オフィス誘致、起業・創業、地元企業への就職の促進を目指

します。 

05 テクノロジー×アート チャレンジ講座の開催 

・地域イノベーション人財の育成を目指し、山口大学や宇部工業高等専門

学校と連携して講座を開催することで、地域人財の育成と学生の地元定着

につなげ、デジタルコンテンツ産業等の創出を図ります。 

06 ＩｏＴ推進ラボの推進 

・農業センサーのデータを生産者や研究機関等が協力して、分析・評価し、

ＩＣＴ・ＩｏＴを活用した生産性向上や新ビジネスの創出等を目指すＩｏ

Ｔ推進ラボの取組を推進します。 

07 地域エネルギーの活用 

・うべ未来エネルギー㈱と連携して、地域におけるエネルギーの最適化や

再生可能エネルギーの活用を進めることで、地域産業の活性化や雇用の創

出を図ります。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

雇用創出人数（累計） 38人 120人 

 

２－２ 誰もが安心して働ける環境の実現 

（１）働きやすい魅力的な就業環境と担い手の確保 

 ＪＯＢフェア等の開催や多様な働き方確保支援センター（ＪＯＢＳＴＡ）の充実、障害者就労

や仕事と家庭の両立、次世代を担う女性のキャリアアップの支援、農福連携などにより、就労に

対して意欲のある高齢者や女性、若者、障害者などがその能力を十分に発揮でき、安心して働け

る環境づくりを推進します。 

 

施 策 （１）働きやすい魅力的な就業環境と担い手の確保 

取組内容 

01 ＪＯＢフェア等の開催【再掲】 

・市内中高生を対象に、地元企業の事業内容を紹介し、仕事の魅力を実感で

きる職業イベントを開催し、各出展企業における就職氷河期世代インター

ンシップを同時に実施します。 

 また、市内外大学生及び就職氷河期世代を対象に市内企業へのオープン

ファクトリー（訪問ツアー型）を開催します。 

02 多様な働き方確保支援センター（ＪＯＢＳＴＡ）の充実 

・ＪＯＢＳＴＡにおいて、様々な相談者のニーズにあわせた就労支援を行

うとともに、就労意欲の喚起や就職活動に役立つセミナー等を実施します。 

03 障害者就労の支援 
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・障害者就労移行支援事業の利用促進や宇部市認証ジョブアシスタントの

養成により、障害者の一般就労を支援します。 

04 仕事と家庭の両立支援 

・市内企業を対象に「イクボス宣言」を普及することにより、ワーク・ライ

フ・バランスへの理解を促し、男性の育休取得を促進とともに、「イクメン・

カジダン養成講座」を開催し、男性の家事・育児参加を促進します。 

05 女性活躍の推進 

・女性が活躍できる環境づくりに積極的に取組む事業者を認証し、その活

動を支援するとともに、女性従業員の継続就業に対する理解や配慮の必要

性について、意識啓発を図ります。 

 また、次世代を担う女性のキャリアアップを支援し、積極的な意欲を持

つ女性リーダーの育成、性別による役割分担意識の解消や地域活動への女

性参画拡大に向けた啓発を行い、女性の活躍を推進します。 

06 農福連携の推進 

・生活困窮者や高齢者、障害者等、福祉対象者への就労支援の一環として、

農業と福祉の人財のマッチングを行い、社会参加と自立へ向けた支援を行

うとともに、農業分野の担い手不足の解消を図ります。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

女性活躍推進企業認証数（累計） 120社 300社 

就職マッチング数（累計） 41件 150件 

大学生等の市内就職割合 11.5％ 22％ 
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基本目標３ 関係人口を増やし、新しいひとの流れをつくる  

基
本
目
標
３ 

関
係
人
口
を
増
や
し
、
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る 

    

３－１ 移住・定着の推進 

    

（１）移住の推進 
      

        

       

（２）若者の就学・就業による定着の推進 
      

       

   ３－２ 本市との関係・つながりの 

構築 

    

（１）関係人口の創出・拡大 
     

       

      

（２）寄附等を通じた関係の創出・拡大 
     

 

３－１ 移住・定着の推進 

（１）移住の推進 

 幅広い世代をターゲットとしたＵＩＪターンを促進するため、本市の魅力を市内外へ積極的

に発信するとともに移住前から移住後までワンストップで相談・支援できるサポートセンター

の運営、お試し暮らし住宅の活用、きめ細かい助成制度の運用などを通じてさらなる移住者の

増加につなげていきます。 

 

施 策 （１）移住の推進 

取組内容 

01 移住定住サポートセンターの運営 

・移住に関するワンストップ相談窓口として、「うべ移住定住サポートセン

ター」を運営し、移住前から移住後まで移住者のニーズやライフスタイル

に合わせた仕事、住居、子育てに関する相談・支援を行います。 

02 うべ暮らしの魅力発信 

・移住地として全国的に評価が高い本市を市外へ幅広くＰＲするため、ポ

ータルサイトやＳＮＳ、都市部でのフェア・セミナー等で積極的に情報発

信します。 

03 東京圏からの移住促進 
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・移住・就業、創業する際の経済負担軽減と市内中小企業等の担い手不足解

消のため、東京圏からの移住者に対し、定額の補助金を支給します。 

04 移住時の費用負担の軽減 

・ＵＩＪターンによる移住前後の費用負担を軽減するため、引越し費用な

どの必要経費の一部を助成するとともに、医療・福祉・ＩＣＴなどの専門人

財に対しては、賃貸住宅の家賃の一部を助成します。 

05 お試しうべ暮らしの充実 

・移住検討者が本市の生活環境を実際に暮らし体験できる「お試し暮らし

住宅」を設置するとともに、ニーズに応じ市内を案内する「オーダーメイド

ツアー」を実施します。 

 また、都市部の若者などを地域おこし協力隊として一定期間雇用し、地

域への定着及び新たな担い手づくりに取り組んでいきます。 

06 うべ暮らし体験ツアーの開催 

・移住地として本市を検討してもらうきっかけ作りとして、移住検討者を

対象にした宇部の魅力を体感できる移住体験ツアーを実施します。 

07 戦略的な職員の採用 

・ＵＩＪターンを希望する県外在住者や、様々な経験を持つ人財を採用し、

組織及び政策形成の多様性と移住定住の促進を図ります。 

 また、民間企業の社員や外国人材を登用し、行政課題を解決していきま

す。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

ＵＩＪターンによる移住者数（累

計） 
997人 10,000人 

移住サポートセンターでの支援者

数（累計） 
437人 2,250人 

 

（２）若者の就学・就業による定着の推進 

 若者の地域への定着や将来的なＵターンに繋げるため、地域の産業や文化等への理解を深め

る「ふるさと教育」や居場所づくりや個人の事情に応じた相談対応を行うなど若者の交流・活躍

の場づくりを行います。 

 

施 策 （２）若者の就学・就業による定着の推進 

取組内容 

01 ふるさと学習の充実 

・宇部市の歴史や文化、産業など現在の宇部市を構成している社会的な事

象についての学習を実施します。 

02 彫刻教育の推進【再掲】 

・全小学校を対象にＵＢＥビエンナーレ展示会場での野外彫刻の鑑賞を実
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施します。 

 また、市内中学生対象に彫刻家等によるワークショップを開催します。 

03 若者会議の運営 

・若者に市政参画の機会を通じて、本市の魅力を知ってもらい、本市への誇

りと愛着心を育みます。 

04 若者の活躍のサポート応援 

・若者ほっとカフェや若者ふりースペースを効果的に活用し、若者のまち

づくりにおける活躍の場の創出や、自立に向けた社会参加の促進に取り組

みます。 

 さらに、中学校卒業後や高校中退後の進路未決定者を捕捉し、相談・支援

を進めます。 

05 長期インターンシップの実施 

・独自の長期インターンシップにより、宇部市の魅力や仕事のやりがい等

を伝え、有能で意欲あふれる大学生等を職員採用や若者の地元定着につな

げます。 

06 ＪＯＢフェア等の開催【再掲】 

・市内中高生を対象に、地元企業の事業内容を紹介し、仕事の魅力を実感で

きる職業イベントを開催し、各出展企業における就職氷河期世代インター

ンシップを同時に実施します。 

 また、市内外大学生及び就職氷河期世代を対象に市内企業へのオープン

ファクトリー（訪問ツアー型）を開催します。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

若者ほっとカフェ、若者ふりース

ペースの利用者数 
571人 2,800人 

 

３－２ 本市との関係・つながりの構築 

（１）関係人口の創出・拡大 

 将来的な移住の裾野拡大や多様な主体の参画によるまちづくりに向けて、本市の魅力を戦略

的に情報発信し、本市のイメージ及び認知度の向上を図るともに、本市への関心や特定の地域

や人との関わりを深め、本市との縁（関係）を築くことにより、地域に継続的に多様な形で関わ

る関係人口の創出・拡大に取り組みます。 

 

施 策 （１）関係人口の創出・拡大 

取組内容 

01 シティプロモーションの推進 

・本市の魅力を首都圏や近隣圏域などに対して戦略的に情報発信し、本市

のイメージ及び認知度の向上を図ります。 

02 広報活動の充実  
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・市政情報を的確に届けるとともに、市内外の方にも本市の魅力が伝わる

よう、様々な情報発信媒体の特性を生かし、情報のバリアフリー化の観点も

取り入れ、情報を効率的・効果的に発信します。 

03 フィルムコミッションの推進 

・映画、テレビ、ドラマ、ＣＭなどのロケーションを誘致及び撮影等の支援

をすることで、認知度向上、交流人口の増加等による地域経済の活性化と市

民の郷土愛の醸成を図ります。 

04 市制施行 100 周年に向けた取組の実施 

・2021 年に迎える市制施行 100 周年を契機として、市民協働の基盤構築や

地域課題を解決できる人財育成を図ります。 

本市の歴史や魅力を次世代に伝えるとともに、市内外へ広く発信すること

で、シビックプライドの醸成や本市への来訪意欲の向上を図ります。 

05 ふるさとワーキングホリデーの実施 

・都市部の若者などが、一定期間宇部市に滞在し、働いて収入を得ながら、

地域住民との交流や学びの場などを通して、地域での暮らしを丸ごと体感

し、地域との関わりを深める機会を提供します。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

宇部市の認知度 25.6点 33.0点 

ホームページ訪問数 201万件 220万件 

 

（２）寄附等を通じた関係の創出・拡大 

 地方への資金の流れを促進し、新たな本市との関わりを築くため、寄附や事業活動等を通じ

た企業と本市との関係づくりを深めるとともに、ふるさと納税のさらなる推進を通して、寄附

者との継続的なつながりを強化します。 

 

施 策 （２）寄附等を通じた関係の創出・拡大 

取組内容 

01 企業版ふるさと納税の推進 

・企業版ふるさと納税制度を活用し、民間資金の積極的な導入に取り組む

とともに、企業とのパートナーシップを構築します。 

02 ふるさと納税の推進 

・ふるさと納税制度を活用し、本市出身者や、本市に一定の関心を持ってい

る寄附者に対して、本市と継続的なつながりを持つ機会を提供します。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

ふるさと納税寄附件数 1,889件 3,000件 
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    ４－１ 活力を生み、安心な生活

を実現する環境の確保 

    （１）質の高い暮らしのためのまちの

機能の充実      

       

      （２）地域資源を活かした個性あふれ

る地域の形成       

       

      （３）安心して暮らせるまちづくり

（安心）       

       

      （４）安心して暮らせるまちづくり

（安全）      

 

４－１ 活力を生み、安心な生活を実現する環境の確保 

（１）質の高い暮らしのためのまちの機能の充実 

 中心市街地活性化基本計画に基づき、市役所周辺地区、中央町地区、宇部新川駅周辺地区の整

備を進め、多世代がにぎわう安心・快適・利便性の高いまちづくりとにぎわい創出を図ります。 

 また、快適な緑地空間の創出として「ガーデンシティうべ」の推進、全市的な読書のまちづく

りの推進、住み続けられる中山間地域づくりや生活バス路線の維持・確保を進めます。  

 

施 策 （１）質の高い暮らしのためのまちの機能の充実 

取組内容 

01 市役所周辺地区の整備 

・市民協働のまちづくり・防災拠点として市役所の建替え、デジタル市役所

の構築、広場整備を行うとともに真締川公園や常盤通りなどの公共空間の

質的向上を図り、潤いのある市民の憩いの場や居心地がよく、歩きたくな

るようなまちなか空間とにぎわいを創出します。 

02 中央町地区の整備 

・中央町地区の回遊性の向上とにぎわい創出を図るため、平和通りの歩道

空間の再整備や防災面の向上を図るための密集市街地の解消・低未利用地

の有効活用などと併せて、職住近接の良好な住環境やビジネス環境づくり

を進めます。 

03 宇部新川駅周辺地区の整備 

・駅前の活性化や市の玄関口にふさわしい魅力ある空間整備、利便性の高

い交通結節点の構築に繋がる再開発事業や、将来のまちづくりにふさわし
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い新しい交通体系の構築に取り組むとともに、学生や高校生、子どもなど

が集まり、医療や健康について語り合い、食事ができる交流空間やアーテ

ィストと交流できる空間を整備します。 

04 多世代にぎわい交流拠点の整備 

・空きビルなどを活用し、にぎわい創出の拠点として店舗に加え、集客力の

高い「（仮称）こどもプラザ」やまちなか図書館、ギャラリーなどの公的機

能を備えた複合施設を整備します。 

05 まちなかへの都市機能誘導・居住の促進 

・中心市街地内の空き店舗のリノベーション経費、商店街の共同施設や店

舗のリニューアル等の経費、建築物の新築・増築に係る固定資産税相当額

の助成などにより、まちなかの回遊性や生活利便性の向上とまちなか居住

を促進します。 

06 まちなかのにぎわい創出 

・中心市街地において、三大イベントである宇部まつり、新川市まつり、花

火大会をはじめ、市民団体や商店街と連携したにぎわいを生み出す様々な

マルシェやイベントを開催し、来街者の誘引とまちなかのにぎわい創出を

図ります。 

07 中心市街地バリアフリー化の促進 

・バリアフリー基本構想を策定し、中心市街地の建築物のバリアフリー化

を促進します。 

08 ガーデンシティうべの推進 

・市民とともに市役所周辺の真締川公園や国道 190 号、平和通りなどにバ

ラを中心に四季折々の花が咲くガーデンシティの基盤となる整備や空間づ

くり、ときわ公園のさらなる魅力アップを行うとともに、市民がガーデン

シティの主役となるよう人財育成や文化醸成などに取り組みます。 

09 ＵＢＥ読書のまちづくりの推進 

・図書館を中心に地域、学校、企業など、多様な主体をネットワーク化し、

読書活動の普及啓発、講演会開催などを通じて全市的に読書のまちづくり

を推進するとともに、拠点施設となる図書館を時代のニーズに対応したに

ぎわい創出につながる施設にリニューアル整備します。 

10 快適・安全な暮らしの確保 

・汚水処理施設（農業集落排水・浄化槽）の効率的な整備及び空き家の活

用・適切な除却による地域づくり、住宅リフォーム工事費の一部助成によ

って、快適・安全な暮らしの確保に取り組みます。 

11 住み続けられる中山間地域づくり 

・中山間地域の課題解決に向け、地域計画、健康プランに基づく地域住民の

取組を支援するとともに、就農希望者などに対し、農地・住宅のあっせんや

起業支援、移住後の生活などの情報発信を行い、中山間地域へのさらなる
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移住を促進します。 

12 生活バス路線の維持・確保 

・地域住民、特に自ら交通手段を持たない高齢者や学生等にとって必要不

可欠な生活バス路線の維持・確保に取り組むとともに、利用促進や利便性

の向上を図るため、効率的で利便性の高い運行ダイヤの実現や車両のバリ

アフリー化の推進、バスロケーションシステムの運用等に取り組みます。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

中心市街地居住人口 5,930人 6,200人 

中心市街地の休日 1 日当たりの通

行者数 
12,261人 16,100人 

 

（２）地域資源を活かした個性あふれる地域の形成 

 本市の特色ある農林水産品、観光資源、文化などの地域資源を最大限に活かして活性化を図

り、地域の魅力を高めます。 

 また、ときわ公園の魅力向上、観光連携の推進、観光まちづくり推進組織（ＤＭＯ）により、

地域経済の活性化に繋がる観光振興や観光産業づくりを進めます。 

 さらに、ＵＢＥビエンナーレのグローバル展開、アートと市民を繋ぐアートコミュニケータ

ーの養成、多彩な文化活動の展開などにより、市民が気軽に文化・アートに親しめる環境づくり

を進めます。 

 加えて、スポーツを通じた健康づくり、地域・仲間・生きがいづくりなど、市民のだれもが、

スポーツを楽しむことができる環境づくりや自転車によるまちづくりを推進します。 

 

施 策 （２）地域資源を活かした個性あふれる地域の形成 

取組内容 

01 ときわ公園の魅力向上 

・ふれあい動物広場の拡張や雨天対応型施設等の整備、スタディツアー誘

致や、「テクノロジー×アート」などの先端技術を活用したイベントの実施

によって、ときわ公園の魅力向上を目指します。 

02 ＤＭＯによる観光まちづくり【再掲】 

・地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに、地域への誇りと愛着を醸成する

「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりを推進し、交流人口の拡大

及び地域経済の活性化を図ります。 

03 観光プロモーションの推進 

・ターゲットを絞った効果的な観光プロモーション活動を推進するととも

に、新たな観光コンテンツの発掘や既存観光コンテンツのブラッシュアッ

プにより誘客を促進し、交流人口拡大及び地域経済の活性化を図ります。 

04 観光農園の推進【再掲】 
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・果樹のみならず、野菜の収穫体験等本市独自の観光農園の開設を支援し、

市内外から観光客を呼び込むことにより、農業者の所得向上を図ります。 

05 広域観光連携の推進 

・県央連携事業「山口ゆめ回廊博覧会」の負担金及び宇部市リーディング事

業や、体験型観光の創出、自転車等を活用した広域旅行商品造成による観

光まちづくりを推進します。 

06 観光施設の維持管理及び運営 

・海水浴場等の観光施設の運営、整備を行うとともに、山口宇部空港を活用

した効果的な情報発信を行い、観光地の魅力向上を図ります。 

07 クルーズ船の誘致 

・国・県等と連携しながらクルーズ船の誘致に取り組み、宇部港を起点とし

たツアー造成や交流イベント等の魅力向上を図り、交流人口の増加と地域

経済の活性化を推進します。 

08 アートに触れる機会の創出 

・アーティストインレジデンスによるアーティストとの交流など、市民が

アートに触れる機会を創出します。 

09 中山間地域の魅力とにぎわいづくり 

・うべの里アートフェスタや廃校舎の利活用によるイベントやビジネスの

展開など中山間地域を舞台にした取組により集客、活性化を図るとともに、

岩戸神楽舞(万倉)や和紙(小野)など地域特有の伝統文化を継承し、観光資

源化を図るなど、中山間地域の魅力とにぎわいづくりを進めます。 

10 竹資源利活用の推進 

・竹利活用推進拠点を設置し、バイオマスの活用や新製品の開発、舗装資材

への活用等、竹資源の積極的な活用を推進するとともに、タケノコの生産

安定化や商品の販路拡大を図ります。 

11 アートコミュニケーターの育成 

・アートを介して、ひと・もの・ことをつなぎ、まちの創造的発展に向けて

自ら活動するアートコミュニケーターを育成し、魅力あるアートイベント

の企画運営等の活動を支援します。 

12 アート産業の振興 

・メディアアート等の先端技術を活用したイベントの実施運営により、地

元産業の振興を図ります。 

13 ＵＢＥビエンナーレの推進 

・ＵＢＥビエンナーレの推進のため、情報発信の強化やグローバルな展開

を図るとともに、企画展等により市民が親しめる機会を創出します。 

14 文化活動の推進 

・文化振興の推進母体である宇部市文化創造財団と連携し、市民の文化活

動の支援や、多種多彩な文化事業の開催等により市民が文化に触れる機会
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を創出するとともに、伝統文化の継承につなぐための伝統文化の体験の機

会等を創出します。 

15 ＵＢＥアートフェスタの開催 

・ＵＢＥビエンナーレを核として、まちなかアートフェスタ、うべの里アー

トフェスタ、宇部市芸術祭など、市内のアートイベントを総合的に展開し

ます。 

16 デジタルアーカイブや文化財を活用した文化振興 

・市内の文化財、歴史資料などのデジタルアーカイブの構築や文化財展の

開催など、文化財の活用を推進します。 

17 スポーツに親しむ環境づくり 

・多様なニーズに対応したスポーツ機会の創出、子どもたちを対象とした

アスリートによる指導やふれあいイベントの開催、障害者スポーツを親し

める機会の創出などにより、市民誰もがスポーツに親しむ環境づくりを推

進します。 

18 スポーツツーリズムの推進 

・宇部市スポーツコミッションを中心に、宇部観光コンベンション協会･宇

部ＤＭＯ、宇部市体育協会と連携し、ツーリズム誘致推進連絡協議会（仮

称）を設置し、一体となってスポーツ大会の開催や誘致・スポーツ合宿を推

進します。 

19 スポーツ基盤の整備 

・市民プールと学校プールを集約し共同で利用する公共プール整備の検討

や、市内のスポーツ施設の計画的な整備を通して、本市のスポーツ基盤の

整備を行います。 

20 スポーツ指導者・人財の育成 

・スポーツ推進委員、総合型地域スポーツクラブ、人財バンク登録者、プレ

イリーダーなどを育成し、活躍する機会を創出します。 

21 チャレンジデーによる運動・スポーツのきっかけづくり 

・宇部市スポーツコミッションが主体となりチャレンジデーに参加するこ

とを通して、運動・スポーツをするきっかけづくりや継続して行う仕組み

づくりを促進します。 

22 プロスポーツと触れ合う機会の創出 

・宇部市をホームとして設立を予定しているバスケットボールチームやフ

ットサルチームを支援し、スポーツを「観る」楽しさや魅力を伝えるととも

に、トップアスリートとの交流を促進します。 

23 恩田スポーツパーク構想の推進 

・恩田運動公園内のスポーツ施設の整備指針である恩田スポーツパーク構

想に基づき、計画的な整備に取り組み、新たな魅力とにぎわいを創出しま

す。 
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24 サイクル県やまぐち・うべ自転車によるまちづくり 

・健康、環境、観光、交通など様々な分野において、身近な移動手段である

自転車の活用を拡大させるとともに、利用促進を図るため、自転車通行空

間の整備を促進します。 

25 地域連携ヘルスケアプロジェクトの推進 

・健康を維持する仕組みを構築し、活気あるまちづくりを推進するととも

に、市民の健康長寿化を実現するため、ＩＣＴ＆ＳＩＢの活用による飛び

地連携型ヘルスケアプロジェクトを実施します。 

26 運動・スポーツで健康になれるまちづくり 

・市民一人ひとりが継続的に取り組めるよう、地域健康プランに基づき、ス

ポーツコミッションや宇部市スポーツ推進委員、総合型地域スポーツクラ

ブ、民間事業所等と連携し、地域における自発的なスポーツ・健康づくり活

動の支援に取り組みます。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

観光客数（外国人観光客含む） 170万人 210万人 

観光消費額 117億円 137億円 

 

（３）安心して暮らせるまちづくり（安心） 

 地域の誰もが健康であり、住み慣れた地域で安心して心豊かに暮らすことができるよう、地

域の特性や社会資源を活かして住民と一体となって、「健幸長寿」のまちづくりや保健・医療・

福祉が連携した地域が支え合う取組、ユニバーサルデザインの推進、地域内交通の導入促進を

図ります。 

 

施 策 （３）安心して暮らせるまちづくり（安心） 

取組内容 

01 認知症対策の推進 

・見守り愛ネットやＧＰＳ事業による見守りと、認知症市民集会や認知症カ

フェの整備により、認知症になっても、住み慣れた地域において、安心安全

な生活を送れるよう支援するとともに、認知症サポーター養成講座受講生

のうち、ステップアップ研修修了者をオレンジサポーターとして組織化し、

地域包括支援センターに配置する認知症地域支援推進員と連携して、地域

での相談や普及啓発を行います。 

02 専門職を活用した健康づくり・介護予防 

・健康リテラシー向上のため、様々な専門職を地域の社会資源であるご近所

ふれあいサロン等に派遣し、効果的な体操や健康講座等を実施することで、

地域が自主的に健康づくりや介護予防の取組を行えるよう支援します。 
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03 ご近所ふれあいサロンの推進 

・ご近所ふれあいサロンの設置及び運営支援を行うとともに、ご近所ふれあ

いサロン実施団体間の連携を支援します。 

04 福祉なんでも相談窓口の充実 

・身近な地域に、子どもから高齢者、障害者まで、福祉に関して誰でも相談

できる窓口では、宇部市版福祉なんでも相談員「(仮称)Ｕｂｅソーシャルワ

ーカー」の認証制度を創設し、地域の子どもから高齢者まで全世代を対象に

世帯全体の抱える問題に対する相談支援や関係機関との支援体制づくり等

に関わる人財を養成するなど充実を図ります。 

05 がん患者に優しいまちづくりの推進 

・身近な地域にがんに関する様々な相談ができる窓口を設置するとともに、

抗がん剤治療等により脱毛された方が社会参加や就労につながるようウィ

ッグ購入費用の助成を行うなど、支援します。 

06 元気・安心・地域づくりの推進 

・「地域・保健福祉支援チーム」を中心に、地域運営組織の策定した地域計

画の推進に向けて、地域の課題解決や活性化、健康づくりや地域の支え合い

につながる取組を支援します。 

 また、自立した地域運営基盤の充実・強化を推進するため、中間支援組織

による地域内外の多様な人財の発掘・育成とマッチングを進めて、地域づく

りネットワークの拡大を図ります。 

07 障害者の地域生活拠点の充実 

・障害児者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、地域移行及び居住支

援のため地域生活拠点の機能（相談、緊急時の受け入れ・対応、体験の機会・

場など）の充実を図ります。 

08 コミュニケーション手段の充実 

・障害のある人が、それぞれの特性に応じたコミュニケーション手段を利用

できるように、コミュニケーション支援員や手話通訳者の設置、コミュニケ

ーション支援人財の育成など実施します。 

 また、事業所等にコミュニケーション支援を実施するための費用を助成

するなど、民間事業者等のコミュニケーション支援の充実を図ります。 

09 再犯防止の推進 

・市民の犯罪被害の防止を図るため、支援機関等と連携して犯罪をした人等

の社会復帰を支援します。 

10 ユニバーサルデザインの推進 

・民間施設のバリアフリー化を推進するため、施設のバリアフリー化の改修

費を助成します。 

 また、バリアフリー化マスタープランに基づき、公共・民間施設のバリア

フリー化を推進します。 
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11 地域内交通の導入促進 

・市民の日常生活の利便性を高めるため、路線バスが運行していない地域

や、これからバス路線の見直しが行われる区間等において、地域組織が運営

するコミュニティタクシーなど、地域内交通の導入を支援します。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

障害のある人にとって宇部市が

暮らしやすいまちだと思う人の

割合 

34.9％ 86.0％ 

 

（４）安心して暮らせるまちづくり（安全） 

 高潮対策や雨水浸水対策などの都市環境の整備やライフラインの耐震化を計画的に進めると

ともに地域の防災力を高め、災害に強いまちづくりを進めます。 

 また、関係機関や団体と連携した、犯罪の未然防止、消費者の被害防止、交通事故の防止や交

通安全対策に取り組み、市民が安心・安全に暮らすことのできる社会を実現します。 

 

施 策 （４）安心して暮らせるまちづくり（安全） 

取組内容 

01 防災・減災・消防力の強化 

・防災屋外スピーカー等の災害時の情報伝達手段の多様化・多重化を図る

とともに、自治会単位での呼びかけ避難体制の構築等を推進します。 

 また、消防庁舎の耐震化や多様な災害に対応可能な消防団の装備の充実

と消防団員の確保に取り組み、防災・減災・消防力の強化を図ります。 

02 要援護者支援体制の構築 

・災害時に支援を必要とする災害時要援護者を対象に、近隣の支援者によ

る情報提供支援や避難の移動支援を行う災害時避難支援制度の促進を図る

とともに、要援護者が避難しやすい環境を整備するため、身近な地域に福祉

避難所を拡充します。 

03 災害に強いまちづくり 

・県と連携した宇部港及び丸尾港の護岸改良等の高潮対策、急傾斜地崩壊

危険区域内の崩壊防止対策、雨水の浸水対策等上下水道施設の耐震対策等

を実施する。 

 また、市内を流れる二級河川や準用河川等の防災上重要な箇所に河川監

視カメラや簡易型水位計を設置し、災害に強いまちづくりを進めます。 

04 道路施設の老朽化対策 

・各種「個別施設計画」に基づき、計画的かつ効率的に実施し、安心安全な

道路状態を維持します。 

05 公共施設等総合管理計画の推進 

・公共施設の定期的な点検・診断を実施するとともに、市民や民間事業者と
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の協働による効率的・効果的な管理運営と遊休資産の有効活用などを行い

ます。 

06 高齢者・若年者等を対象とした交通安全・防犯対策 

・交通事故防止のため、地域、関係機関等との連携のもと、市民の主体的な

交通安全活動を促進するとともに、高齢者の交通事故防止に向けて、地域の

特性や社会情勢に即応した対策を実施します。 

犯罪のない安心安全なまちづくりを目指して、地域、関係機関等との連携強

化を図りながら、生活環境の整備や見守り活動などの地域安全活動の強化

に取り組みます。 

 高齢者等の消費者被害防止のため関係機関と連携した啓発活動に取り組

むとともに、学校等と連携し若年者への消費者教育の充実を図ります。 

07 ビッグデータを活用した交通安全対策 

・国土交通省から提供されるビッグデータを活用して、「あんしん歩行エリ

ア」内で市道における速度超過や急ブレーキ多発箇所等を特定し、地域や学

校、警察と連携しながら新たな交通安全対策に取り組みます。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

安心歩行エリア内での人身事故件

数（自転車事故含む） 
524件 半減 

消費生活（電話詐欺等）被害件数 16件 0件 
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横断的目標１ 多様な人財の活躍を推進する  

横
断
的
目
標
１ 

多
様
な
人
財
の
活
躍
を
推

進
す
る 

    横１－１ 多様なひとびとの活躍

による地方創生の推進 

    
（１）地域で活躍できる多様な人財の確保 

      

        

       （２）全ての人々が意欲・能力を活かして

活躍できる環境の整備        

       

       

   
 

   
 

     

      

 

横１－１ 多様なひとびとの活躍による地方創生の推進 

（１）地域で活躍できる多様な人財の確保 

 多様な地域課題の解決に向けた取組を推進するために、地域内外の多様な人財や企業･学校等

と連携を進めるとともに、一人ひとりが地域の担い手となれるよう宇部市の人財認証制度によ

る「宇部市ＳＤＧｓ地域活動パートナー(仮)」を育成して地域コミュニティの維持･強化を進め

ます。 

 

施 策 （１）地域で活躍できる多様な人財の確保 

取組内容 

01 「うべ・こどもケアマネージャー」の養成・配置【再掲】 

・地域で子育てに関する相談や支援を行う「うべ・こどもケアマネージャ

ー」の認定制度を創設し、子育て支援に関わる人財を養成・配置します。 

02 発達障害児への支援ボランティアの養成 

・発達障害に関する地域住民の理解を深め、地域の支援体制の構築に向け

た啓発活動を行います。 

 また、養成講座等の実施や内容の充実により、特性を理解した支援ができ

る支援ボランティアを養成し、小中学校へ配置します。 

03 障害者就労の支援【再掲】 

・障害者就労移行支援事業の利用促進や宇部市認証ジョブアシスタントの

養成により、障害者の一般就労を支援します。 

04 ＵＢＥ ＩＮ ＢＬＯＯＭ ～花につつまれるまち～ の推進 

・市民が「ガーデンシティうべ」の主役になるための人財育成や文化の醸成

に取り組みます。 

 また、「ガーデンシティうべ」を支える地域振興に取り組みます。 
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05 アートコミュニケーターの育成【再掲】 

・アートを介して、ひと・もの・ことをつなぎ、まちの創造的発展に向けて

自ら活動するアートコミュニケーターを育成し、魅力あるアートイベント

の企画運営等の活動を支援します。 

06 スポーツ指導者・人財の育成【再掲】 

・スポーツ推進委員、総合型地域スポーツクラブ、人財バンク登録者、プレ

ーリーダーなどを育成し、活躍する機会を創出します。 

07 認知症対策の推進【再掲】 

・見守り愛ネットやＧＰＳ事業による見守りと、認知症市民集会や認知症

カフェの整備により、認知症になっても、住み慣れた地域において、安心安

全な生活を送れるよう支援します。 

 また、認知症サポーター養成講座受講生のうち、ステップアップ研修修了

者をオレンジサポーターとして組織化し、地域包括支援センターに配置す

る認知症地域支援推進員と連携して、地域での相談や普及啓発を行います。 

08 宇部市版福祉なんでも相談員「(仮称)Ｕｂｅソーシャルワーカー」の養成・配

置【再掲】 

・「(仮称)Ｕｂｅソーシャルワーカー」認証制度を創設し、地域の子どもか

ら高齢者まで全世代を対象に世帯全体の抱える問題に対する相談支援や関

係機関との支援体制づくり等に関わる人財を養成します。養成した人財は

福祉なんでも相談窓口に配置します。 

09 健幸アンバサダーの養成 

・必要かつ正確な健康情報を、健康づくり無関心層を含めた多数の地域住

民に「心に届く情報として」伝え拡散する伝道師（インフルエンサー）を養

成し、人および都市の「健幸」を達成します。 

10 宇部志立市民大学 

・宇部志立市民大学を充実し、地域や団体で活躍できる人財を発掘・育成す

るとともに、市民力の向上を図ります。 

11 シニア世代の活躍促進 

・宇部市老人クラブ連合会を実施主体とし、高齢者を対象に介護や相続等

のライフプランに関わる内容等の講座を開催し、地域貢献できる人財を育

成するとともに、これまで培った知識や技術を持つ高齢者を講師として活

用するなどし、シニア世代が生きがいを持ち、生涯活躍できる環境づくりを

促進します。 

12 就職氷河期世代の活躍支援 

・就職氷河期世代等の社会参加に向けて、より丁寧な支援を必要とする人

を対象に、アウトリーチ支援員が他機関と連携したアウトリーチを実施す

るとともに、コーディネーターが関係機関とのプラットフォームの構築・強

化に取り組みます。 
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13 元気・安心・地域づくりの推進【再掲】 

・「地域・保健福祉支援チーム」を中心に、地域運営組織の策定した地域計

画の推進に向けて、地域の課題解決や活性化、健康づくりや地域の支え合い

につながる取組を支援します。 

 また、自立した地域運営基盤の充実・強化を推進するため、中間支援組織

による地域内外の多様な人財の発掘・育成とマッチングを進めて、地域づく

りネットワークの拡大を図ります。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

地域活動人財の活動件数 800件/年 9,000件/年 

地域活動人財認証制度登録者数

（累計） 
500人 1,600人 

 

（２）全ての人々が意欲・能力を活かして活躍できる環境の整備 

 いわゆる就職氷河期世代やひきこもりなど、個人の抱える固有の課題に対応した支援を進め、

地域の中で活躍できる（能力を発揮できる）場づくりを進めます。 

 

施 策 （２）全ての人々が意欲・能力を活かして活躍できる環境の整備 

取組内容 

01 若者労働能力活用の促進 

・宇部若者サポートステーション事業を通じて、就職氷河期世代関連事業

への支援を行います。 

 また、就職氷河期世代（非正規雇用や無業者）を対象に、ビジネスに必要

な知識や技能の習得など能力開発を行い、個別の就職活動支援を行うこと

で、正規雇用に向けた一貫した支援を行います。 

02 ＪＯＢフェア等の開催【再掲】 

・市内中高生を対象に、地元企業の事業内容を紹介し、仕事の魅力を実感で

きる職業イベントを開催し、各出展企業における就職氷河期世代インター

ンシップを同時に実施します。 

 また、市内外大学生及び就職氷河期世代を対象に市内企業へのオープン

ファクトリー（訪問ツアー型）を開催します。 

03 介護人材の確保 

・大学等の養成機関等を卒業し、市内の介護サービス事業所に介護職とし

て新たに就職する者へ支援することにより、安定した介護サービスの提供

を図ります。併せて、職業訓練校を養成機関等に含め、就職氷河期世代の

方々の就職を支援し、社会参加を促進します。 

04 若者活躍サポートの応援 

・若者ほっとカフェや若者ふりースペースを効果的に活用し、若者のまち
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づくりにおける活躍の場の創出や、自立に向けた社会参加の促進に取り組

みます。 

 さらに、中学校卒業後や高校中退後の進路未決定者を捕捉し、相談・支援

を進めます。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

就職氷河期世代の就職人数（累計） 0人 25人 
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横断的目標２ 新しい時代の流れを力にする  

横
断
的
目
標
２ 

新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力
に
す
る 

    
横２－１ 地域における 

Society 5.0の推進 

    

（１）地域における情報通信基盤等の環境整備 
      

        

       
（２）未来技術の活用による地域課題の解決、

地域の魅力向上       

       

   横２－２ 地方創生ＳＤＧｓの実現

などの持続可能なまちづ

くり 

  
（１）ＳＤＧｓ未来都市としての持続可能なま

ちづくり     

 

横２－１ 地域における Society5.0 の推進 

（１）地域における情報通信基盤等の環境整備 

 地域における Society5.0 の推進に向けて、他の自治体に先がけて５Ｇ等の先端情報通信基盤

等の実証環境を整備し、先端技術産業等における人財育成や技術開発等の支援を行い、ＩＴ関

連企業等の誘致や新ビジネス・サービスの創出につなげます。 

 また、スマート農林水産業やＩＣＴ教育をより推進するためにも、市民生活の利便性向上や

地域課題の解決、地域経済の活性化に寄与する情報通信基盤等の環境整備を推進します。 

施 策 （１）地域における情報通信基盤等の環境整備 

取組内容 

01 ５Ｇ環境整備による新ビジネスの創出 

・新ビジネス創出・人財育成・技術支援によるイノベーション創出に向け、

うべスタートアップに通信事業者と連携して５Ｇ通信環境等を整備しま

す。 

 また、外部の専門家を活用し、ＩｏＴ技術を通じた産業振興や地域課題解

決を目指します。 

02 ローカル５Ｇの活用推進 

・国の「地域課題解決型ローカル５Ｇ等の実現に向けた開発実証事業」に係

るコンソーシアムへの参加を通じて、新庁舎へのローカル５Ｇ環境の整備

を推進します。 

 また、ローカル５Ｇを活用した事業モデルについて、通信事業者や大学等

と協働で研究開発し、実装に向け取り組みます。 

03 サテライトオフィス誘致の推進【再掲】 

・市外事業者への新規オフィス開設に伴う施設改修費、家賃、雇用奨励金等
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の補助を行うとともに、首都圏のＩＣＴ企業等をターゲットとしたサテラ

イトオフィスツアーを実施することで、サテライトオフィスの誘致促進を

図ります。 

 また、宇部市出身者や宇部市ゆかりの企業等を対象に首都圏において相

談会を開催し、オフィス誘致、起業・創業、地元企業への就職の促進を目指

します。 

04 ＩＣＴ、ＩｏＴ化によるスマート農業・漁業の推進【再掲】 

・ＩＣＴ、ＩｏＴ等の先端技術の導入を促進し、作業の省力化や生産性の向

上を図ることにより、新たな担い手の確保や所得の向上につなげます。 

05 ＩＣＴを活用した教育の推進【再掲】 

・超スマート社会に対応できる人財を育成するため、ＩＣＴ機器を活用し

た教育を推進し、子どもたちの学習意欲を高めるとともに、情報活用能力・

思考力・表現力の育成を図ります。 

 また、ＡＩ搭載ロボットや教育用ロボット教材等を活用したプログラミ

ング教育の充実を図ります。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

支援事業体数（累計） 0件 5件 

 

（２）未来技術の活用による地域課題の解決、地域の魅力向上 

 ５Ｇ等の未来技術は、地域における医療、公共交通、農林水産業、教育など様々な分野に有効

に活用することで、モノやサービスの生産性や利便性を飛躍的に高め、地域が抱える様々な課

題を解決するだけでなく、産業や生活等の質を大きく向上させ、まちの魅力を高めるものと期

待されます。 

 未来技術が市民にとって身近なものとなり、より豊かで安心できる生活に向けた利便性のあ

るサービスを生み出すとともに、地域や学校でのＩＣＴ、ＩｏＴの活用を進め、地域力と

Society5.0 時代を担う子どもたちの力を高め、地域の魅力に溢れたスマートシティ宇部の実現

を目指します。 

 

施 策 （２）未来技術の活用による地域課題の解決、地域の魅力向上 

取組内容 

01 スマートシティ宇部の推進 

・ＡＩ、ＩｏＴなどの先端技術やビッグデータ、５Ｇなどの新たな基盤の活

用により、まちの機能やサービスを効率化・高度化し、地域の課題解決や市

民生活の質の向上につなげるスマートシティ宇部の実現に努めます。 

02 ＩＣＴ活用による行政運営の効率化 

・ＡＩやロボティクス等の革新技術を活用し、行政コストの削減と業務生

産性の向上を図ります。 
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03 地域連携ヘルスケアプロジェクトの推進 

・健康状態を維持する仕組みを構築し、活気あるまちづくりを推進するた

め、ＩＣＴ＆ＳＩＢの活用による健康長寿化と扶助費の増加抑制を可能と

する飛び地連携型ヘルスケアプロジェクトを実施します。 

04 ＩＣＴ活用による地域医療の連携 

・宇部市、山陽小野田市、美祢市に属する病院、医師会と行政が参加し、病

院、医療機関、行政間を秘匿性の高いインターネット回線でつなぎ、介護保

険主治医意見書や介護認定結果通知の情報伝達、各医療機関での検査や診

断、治療内容の共有を診療に反映するネットワークシステム（通称：さんさ

んネット）の利用拡大を図ります。 

05 次世代公共交通システムの構築 

・歩いて暮らせるまちづくりの実現に向け、ＢＲＴなどの新しい交通をパ

ッケージした次世代公共交通システムの構築に取り組みます。 

06 ＭａａＳ、ＡＩなどの活用による交通インフラの高次化 

・ＭａａＳ、ＡＩによる配車や自動運転などの最新技術を活用し、効率性と

利便性の高い新たな移動サービスの実現を目指します。 

07 ＩＣＴ活用による公共交通のキャッシュレス化の推進 

・地域住民や観光客など公共交通利用者の利便性向上による利用促進を図

るため、公共交通機関への交通系ＩＣカードやモバイル決済の導入など、

キャッシュレス化を推進します。 

08 ローカル５Ｇの活用推進【再掲】 

・国の「地域課題解決型ローカル５Ｇ等の実現に向けた開発実証事業」に係

るコンソーシアムへの参加を通じて、新庁舎へのローカル５Ｇ環境の整備

を推進します。 

 また、ローカル５Ｇを活用した事業モデルについて、通信事業者や大学

等と協働で研究開発し、実装に向け取り組みます。 

09 サテライトオフィス誘致の推進【再掲】 

・市外事業者への新規オフィス開設に伴う施設改修費、家賃、雇用奨励金等

の補助を行うとともに、首都圏のＩＣＴ企業等をターゲットとしたサテラ

イトオフィスツアーを実施することで、サテライトオフィスの誘致促進を

図ります。 

 また、宇部市出身者や宇部市ゆかりの企業等を対象に首都圏において相

談会を開催し、オフィス誘致、起業・創業、地元企業への就職の促進を目指

します。 

10 ＩＣＴ、ＩｏＴ化によるスマート農業・漁業の推進【再掲】 

・ＩＣＴ、ＩｏＴ等の先端技術の導入を促進し、作業の省力化や生産性の向

上を図ることにより、新たな担い手の確保や所得の向上につなげます。 

11 ＩＣＴを活用した教育の推進【再掲】 
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・超スマート社会に対応できる人財を育成するため、ＩＣＴ機器を活用し

た教育を推進し、子どもたちの学習意欲を高めるとともに、情報活用能力・

思考力・表現力の育成を図ります。 

 また、ＡＩ搭載ロボットや教育用ロボット教材等を活用したプログラミ

ング教育の充実を図ります。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

ＩＣＴ活用による業務時間の削減数 600時間 10,000時間 

公共交通利用者数 3,869,379人/年 3,869,379人/年 

 

横２－２ 地方創生ＳＤＧｓの実現などの持続可能なまちづくり 

（１）ＳＤＧｓ未来都市としての持続可能なまちづくり 

 宇部ＳＤＧｓ推進センターを拠点に、市民、企業、大学など多様なステークホルダーと連携

し、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会を目指して、「宇部市ＳＤＧｓ

未来都市計画」に基づき、様々な分野の課題解決に統合的に取り組みます。 

 地域活性化や再生可能エネルギーを活用した地域循環共生圏を創造するためにも、ＳＤＧｓ

の理念に沿って取り組み、ＳＤＧｓを原動力とした地方創生を推進します。 

 

施 策 （１）ＳＤＧｓ未来都市としての持続可能なまちづくり 

取組内容 

01 宇部ＳＤＧｓ推進センターの活用 

・2019 年 4 月に開設した「宇部ＳＤＧｓ推進センター」をプラットフォー

ムとして、市民、企業、大学など多様なステークホルダーが連携し、経済・

社会・環境分野の課題解決に取り組む体制を構築します。 

 また、課題解決に取り組む多様な主体のマッチングや活動支援、ビジネ

スチャンスの創出などを図ることにより、宇部ＳＤＧｓの達成を目指しま

す。 

02 ＳＤＧｓ環境人財の育成 

・持続可能な社会の実現に向けて、環境問題を中心とする地域課題の解決

に取り組む人財（ＳＤＧｓ人財）を育成します。 

03 地域循環共生圏の推進 

・様々な地域資源を活用して、環境課題の解決に貢献するビジネスモデル

の創出を図ることにより、持続可能な地域づくりを推進します。 

04 プラスチック・スマートの推進 

・個人、企業、行政が一体となって、使い捨てプラスチックの排出抑制や分

別回収の徹底など、廃棄されるプラスチックごみの削減に向けた取組を推

進していきます。 
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 また、再生資源である紙やバイオマスプラスチック等のプラスチック代

替品の開発や転換に向けた取組を支援します。  

05 再生可能エネルギーの推進 

・再生可能エネルギー導入指針等を見直した上で、地域循環共生型再生可

能エネルギー推進計画を策定し、地域における再生可能エネルギーの活用

を推進します。 

重要業績 

評価指標 

(ＫＰＩ) 

項  目 現状値(2018年度) 目標値(2024年度) 

地域資源を活用した事業創出件数 ― 8件 

ＳＤＧｓ環境人財育成事業参加校数 ― 10校 

ＳＤＧｓカンパニー数 ― 要検討 
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 IV 総合戦略の推進体制 

 

 1 総合戦略の推進体制 

 総合戦略の着実な推進を図るため、市長を本部長とする「宇部市創生推進本部」において、総

合的な進行管理を行います。 

 また、産官学金労言等で構成する「宇部市地方創生推進協議会」において、外部の知見を活用

した成果検証と、今後の施策展開についての意見聴取を行います。 

 

 2 総合戦略の進行管理 

 総合戦略の進行管理には、重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況や施策の推進状況等を把握

し、成果重視の観点から検証を行った上で、必要に応じて施策や事業の改善を図る仕組み（ＰＤ

ＣＡサイクル）を導入して実施し、必要に応じて「宇部市創生推進本部」及び「宇部市地方創生

推進協議会」の意見等も踏まえながら、施策や事業等の見直しを実施します。 
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 参考 用語解説 

 

行 用 語 説 明 

あ行 アプリ アプリケーション（ソフト）の略で、特定の目的のため

に実行するソフトウェアのこと 

アーティスト イン レジデ

ンス 

国内外の芸術家がひとつの地域に一定期間滞在し、創作

活動を行う制度や事業のこと 

芸術家たちは滞在期間中、創作の過程を公開したり、地

域の人々と交流をしながら、地域資源のリサーチや作品

の制作を行う 

インターンシップ 

 

学生が一定期間企業などの中で研修生として働くこと

で就業体験をすることができる制度のこと 

宇部市にぎわいエコまち計

画 

まちづくりに地球環境にやさしい暮らし方や、少子高齢

社会における暮らしなどの課題解決に向けた新しい視

点を盛り込み、住民や民間企業と一体となって、魅力的

でより利便性の高いにぎわいのある持続可能な、コンパ

クトなまちづくりを目指すことを目的に策定した計画

（2015年 3 月策定） 

か行 合計特殊出生率 15 歳～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの

であり、一人の女性がその年齢別出生率で一生の間に生

むとしたときの子どもの数に相当する 

コミュニティ・スクール 学校と保護者や地域がともに知恵を出し合い、学校運営

に意見を反映させることで、協働で子どもたちの豊かな

成長を支え、地域とともにある学校づくりを進める仕組

みのこと 

さ行 市内総生産 1 年間に市内で行われた各経済活動部門の生産活動によ

って新たに生み出された付加価値の貨幣評価 

スクールカウンセラー 教育機関において、心理相談業務に従事する心理職専門家 

スクールソーシャルワーカ

ー 

 

教育機関において、子ども本人と向き合うだけでなく、

家庭や行政、福祉関係施設など外部機関と連携しながら

子どもを取り巻く環境を調整する福祉相談業務従事者 

スタディツアー 体験学習や現地視察、現地の人々との相互理解などの学

習を目的とした旅行のこと 

スポーツコミッション スポーツを通じた地域振興を目指す組織のこと 

 

スポーツツーリズム スポーツイベントの参加者などと開催地周辺の観光と
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行 用 語 説 明 

 を融合させ、交流人口の拡大や地域経済への波及効果な

どを目指す事業 

ソーシャルネットワークサ

ービス 

（ＳＮＳ） 

職業や趣味など個人間のつながりを促進し、社会的なネ

ットワークの構築を支援するフェイスブックやツイッ

ターなどインターネットを利用したサービス 

た行 多極ネットワーク型コンパ

クトシティ 

 

中心的な拠点だけでなく地域の拠点に医療・福祉施設、

商業施設や住居等がまとまって立地し、高齢者をはじめ

とする住民が自家用車に過度に頼ることなく公共交通

によりアクセスできるなど、日常生活に必要なサービス

や行政サービスが住まいなどの身近に存在する都市構

造のこと 

地域運営組織 

 

地域の暮らしを守るため、地域で暮らす人々が中心とな

って形成するコミュニティ組織により、生活機能を支え

る事業主体のこと 

中間支援組織 市民と民間団体、地域と行政、行政と企業などの間に立

って、そのパイプ役としてそれぞれの活動を支援する組

織。ノウハウやネットワーク、情報などを活用した支援

を行う。 

チャレンジデー 

 

毎年 5月の最終水曜日に世界中で実施されている住民総

参加型のスポーツイベント 

は行 バイオマス エネルギー源として利用できる生物体のこと 

フェイスブック インターネット上で人と人とを双方向でつなぐ世界最

大の交流インターネットサービス 

プロモーション 

 

受け手が、製品やサービスに対する意識、関心を高める

活動のこと 

ま行 ミズベリング・プロジェクト 水辺と輪（リング）を併せた造語で、水辺とまちが一体

になった美しい景観とまちのにぎわいを未来へ創造し

続ける事業のこと 

ら行 リノベーション 既存の建物に大規模な改修工事を行い、用途や機能を変

更して性能を向上させたり付加価値を与えること 

6次産業化 農林水産物の生産（1次）だけでなく、食品加工（2次）、

流通・販売（3次）にも業務を展開する取組のこと 
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行 用 語 説 明 

Ｄ ＤＭＯ Destination Management/Marketing Organizationの略

で、様々な地域資源を組み合わせた観光地の一体的なブ

ランドづくり、情報発信・プロモーション、効果的なマ

ーケティング、観光戦略など地域が主体となって行う観

光まちづくりの推進主体のこと。 

Ｉ ＩＣＴ Information and Communication Technologyの略で、情

報通信技術のこと 

Ｋ ＫＰＩ Key Performance Indicators の略で、目標の達成度合い

を計る定量的な指標のこと 

Ｎ ＮＰＯ Nonprofit Organization の略で、非営利での社会貢献活

動や慈善活動を行う市民団体のこと 

Ｐ ＰＤＣＡサイクル Plan-Do-Check-Action サイクルの略で、計画、実行、評

価、改善の 4段階を繰り返すことにより、業務を改善し

ていくこと 

Ｕ ＵＢＥビエンナーレ ときわ公園で隔年開催される、世界で最も歴史がある野

外彫刻の国際コンクールのこと 

ＵＩＪターン 出身地とは別の場所への人口移動現象のこと 

Ｕターン：地方から都市へ移住した後、再び地方へ移住 

Ｉターン：地方から都市へ、または都市から地方へ移住 

Ｊターン：地方から大規模な都市へ移住した後、出身地

近くの中規模な都市へ移住 

 


